
                                       2019年6月吉日 

看護部長様 

会員各位 

                                 兵庫県看護協会阪神南支部 

                                    地区理事 木戸泰子 

 

 第8回 阪神南支部看護実践報告会演題募集について（ご依頼） 

 

 初夏の候、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃より当阪神南支部の活動にご理解とご

協力を賜り厚くお礼申しあげます。 

 さて毎年開催している看護実践報告会ですが、今年度は「看護実践における教育」をテーマに開催致

します。各施設における患者・家族への教育、看護学生や看護師の教育などの取り組みや看護研究を地

域の看護職への発信や共有する場としてぜひこの報告会を活用していただきたいと考えております。つ

きましては、下記要項にて演題募集を行いますのでふるってご応募いただきますよう、よろしくお願い

致します。 

 

なお、参加者募集につきましては、「支部研修受講申込書」でFAXにてお申込み下さい。 

支部研修受講申込書様式は教育研修専用サイトからダウンロードできます。 

 

記 

 

2019年度 阪神南支部看護実践報告会 

            テーマ「看護実践における教育」 

 

１．開 催 日 程      2020年3月7日（土） 

 

２．会     場      西宮市医師会看護専門学校 7階講堂 

               〒662－0911 西宮市池田町 13-2 

（会場へのお問い合わせはご遠慮ください） 

         

３．演題応募者の資格    2019年度 兵庫県看護協会阪神南支部の会員 

  

４．応 募 演 題        患者や家族や看護師の教育などテーマに沿った、未発表のものに限る 

 

５．応 募 方 法     申し込みの詳細は、別添１「2019年度看護実践報告会募集要項」を 

              ご参照ください。 

 

１）演題申込    2019年8月15日（木）必着 

注）演題申込書をFAXまたは下記の送付先まで送付ください。 

  申し込まれた演題はすべて採用となります。 

２）原稿締め切り  2019年12月2日（月）17:00締め切りメールで演題登録してください 

注）演題発表の詳細は12月下旬に各施設長あてにお知らせします。 

送付先 

〒660-0881 尼崎市昭和通2-12-8 

医療法人伯鳳会 介護老人保健施設はくほう 看護部 仲川八千代 

（阪神南支部教育委員） 

 ＴＥＬ：０６－６４８７－３９００ 

 ＦＡＸ：０６－６４８７－３９１０ 

   E-mail：rouken_hakuhou@hakuho.or.jp 

  問い合わせ先：医療法人伯鳳会 介護老人保健施設はくほう 看護部 仲川八千代 

TEL・FAX・E-mail 同上  

 

mailto:rouken_hakuhou@hakuho.or.jp


別添１ 

2019年度 阪神南支部看護実践報告会募集要項 

 

1. 倫理的配慮とその記述について 

 

※倫理的配慮の詳細については、下記を参考にして下さい。 

日本看護協会：看護研究における倫理指針 

       研究における倫理的配慮とその記述方法 

 

①研究対象者へは研究内容の説明をし、対象者の自由意思で諾否が決められるよう配慮し、承諾を得ら

れた旨を明記してください。倫理委員会がない場合にはそれに相当する決定機関（幹部会議、看護部、

委員会等の会議・会合）など、複数の第三者による組織的了解を得ていることを明記してください。 

②研究対象者へのプライバシーの配慮として、集録の記述内容で研究対象者が特定できないようにして

ください。固有名詞（当院・当病棟も含む）・写真等を掲載する場合は、研究結果を示すのにどうして

も必要な場合のみとし、掲載することで研究対象者が特定できないよう十分配慮し、承諾を得られた

旨を明記してください。 

③研究への参加によって、対象者の不利益や負担が生じないように配慮し、その旨を明記してください。 

2. 文献を引用する場合は、著作権に配慮し、出典を明記してください。 

①参考文献記載方法  

＊「雑誌論文の場合」 

著者名、論文名、誌名、巻数、号数、出版年、はじめのページ－おわりのページ、 

＊「図書の場合」 

著者名、書名、版表示、出版、出版地、出版社、出版年、総ページ数（シリーズ名、シリーズ番号） 

＊「論集、学会集録集等に集録された場合」 

著者名、論文名（論集の編者：論集名、版数、発行所、発行年（西暦年次）、記載ページ） 

＊「電子媒体の場合」 

著者名、書名、版表示、出版社、出版年、（媒体表示）、入手先、（入手日付） 

＊「Webサイトページの場合」 

著者名、Webページの題名、Webサイトの名称（媒体表示）、入手先（参照日付） 

②引用文献の記載方法 

いずれの場合も引用箇所のすぐ後に、１）、２）一連番号をつけ、論文末尾の参考文献リストの番号

と対応させる。 

あるいは、一連番号ではなく（山田2005）のように、著者名と出版年を（ ）でかこって示し、参

考文献リストは著者名順に並べる。 

 

3. 既存の尺度を使用する場合は、著作者から許諾を得ていることを明記してください。 

4. 用いる符号の順序」 数字では‥‥Ⅰ、１、１）、（１）、① とする。 

 

5. 送付いただいた原稿は集録集になります。写真は白黒です。図は黒以外の色は使用できませんのでご注

意ください（黒の濃淡を出すことは可能です）。 

 

※集録原稿様式をチェックリストと照らし合わせのうえ、再度ご確認し、送付ください。 

 送付された原稿は、担当者で確認させていただきます。原稿様式に不備があった場合には修正を 

お願いする場合があります。ご了承ください。 

 


